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自立支援法施行と日中一時支援



社会保障審議会障害者部会第128回(R4.4.25)



大津市障害福祉計画（第６期計画）



日中一時支援事業所アンケートの報告
令和4年4月実施。27事業所から回答



大津市の日中一時支援事業の良いところ①
• ゆっくりとご本人のペースで過ごしたい方にとってはよい事業だと思いま
す。

• 利用しやすく、いろいろなニーズを抱えた方が利用できる。
• 成人の軽度の方、発達障害の方が使いやすい。１８歳以降の支援の種類が
多い。

• 学生の間は、学校へ行けばお友達に出会えていましたが、卒業後は放課後
等デイサービスの利用もできなくなるため、過ごしの場が少なくなります。
日中一時支援を利用することで、友達と過ごす場が出来る。

• 他市では、不登校の方は学校の時間帯はサービス利用不可ですが、大津市
では適応指導教室が使えない方（支援級在籍などの理由で利用不可の方）
に利用していただいています。また、時間区分が4時間未満からですので、
ゆったりと利用いただいています。他市は時間区分の幅が狭いため、短時
間の利用にとどまっています。また、成人期の発達障害の方への利用許可
を柔軟に対応いただいています。



大津市の日中一時支援事業の良いところ②
• 人員確保が難しい現状では、報酬は決して高くないものの、運
営しやすい。

• 事業を始めやすい、いい意味でハードルが低いところと、事業
所が増えてきたことで、活動内容が様々で、多様なニーズにこ
たえることができると思います。

• 送迎加算が付くところ
• ニーズに合わせて臨機応変な対応が可能



日中一時支援を運営するにあたりの課題
人材確保と育成
• 人材の確保の難しさにより、活動の日数や幅が広げられない。 本当は、
様々な活動がしたいのですが・・・。 （どうしても法人内で、人員基準
のある事業所優先になる。）また、そうした事から重度の方や行動障害の
方など、受け入れられる方が限られてくることもある。

• 対応する職員は正規職員ではなく嘱託職員が主に行っているので、様々な
障害特性に対応するために知識や経験が必要となってくるが、その研修等
に参加する機会や時間がなかなか持てていない現状がある。

• 主にパートや学生中心になり、学生も期限があるので、育ったら卒業。こ
れの繰り返し。

• 研修計画や誰にお願いしたらよいのか。
• 人材確保するにあたり、報酬単価が低いため、給料が低くなってしまうた
め人材確保ができない現状がある。



日中一時支援を運営するにあたりの工夫
人材確保と育成
• 教員経験者、心理職経験者、福祉を専門的に学んだ人材を雇用
することで、基礎的なサービス提供の質を維持しています。そ
れぞれの専門職の特性を生かし、人材育成を行っています。

• 学生の中には、教員を目指す方もいて、こうした方は意識も高
く、積極的に採用育成している。過去は、送迎できる方を中心
に募集してきたが、送迎は出来ないと言う人でも、採用し支援
員としてのみ育成する事に転換している。

• どうしても報酬単価が低いので、パートアルバイトでの人材担
保となり、定着しにくさがある。一方で、障がい福祉への入口
になることもあり、巣立っていかれるケースもある。



日中一時支援を運営するにあたりの課題
個別対応が必要な人の支援
• 月1回〜2回程度、職員を加配しながら、時間を制限したりしな
がら支援をする事になっている。また他の方に、この方に合わ
せていく事になり、他の方に満足のいく支援が出来ないことも
ある。

• 報酬単価が低く、個別支援が必要な人に対応できない。また、
個別支援に対応できるスタッフも育成できない。

• 細かな支援が必要な利用者対応時に、別の利用者より「特別扱
い」をしているように思われたことがある。また、１日に個別
対応が複数人の場合、スタッフの人員が困難。



日中一時支援を運営するにあたりの課題
送迎
• 医療ケアを必要とする利用者も対応しているが、通所利用者の
送迎に看護師の添乗が必要な場合もあり、医ケアが必要な日中
一時利用者の対応が難しい日があるのが現状。医ケアの方の日
中一時事業の内容の拡充のため、また、送迎の実施のため、看
護職員配置加算等による看護師の確保が必要と感じている。

• 送迎の必要はあるが当事業所では負担が大きい。
• 送迎支援は、昨年の最初はしていたが、やめた。送迎できる人
材が少ない。



日中一時支援を運営するにあたりの課題
送迎
• 医療ケアを必要とする利用者も対応しているが、通所利用者の
送迎に看護師の添乗が必要な場合もあり、医ケアが必要な日中
一時利用者の対応が難しい日があるのが現状。医ケアの方の日
中一時事業の内容の拡充のため、また、送迎の実施のため、看
護職員配置加算等による看護師の確保が必要と感じている。

• 送迎の必要はあるが当事業所では負担が大きい。
• 送迎支援は、昨年の最初はしていたが、やめた。送迎できる人
材が少ない。



大津市の日中一時支援事業の今後の理想
のイメージ①
• 現在の４時間まで４０００円を維持してもらいたい。
• 加算が大きくなれば、一時預かり・一時見守りの枠を超えて支援す
ることができると思います

• ⻑時間や、個別対応が必要な方への加算があるとありがたい。
• 報酬単価が高くなることで、例えば給料が高くなり、人材確保もし
やすくなると考えている。有資格者等の人材が確保できれば、より
多くの経験を利用者様にして頂けるのではないか。

• 様々な障害福祉サービス事業所がある中で「日中一時支援」という
事業が地域のニーズに細かく対応でき、地域に開かれたサービスか
な、と感じています。

• 事業所同士の繋がりを日中一時支援事業所は法人の枠を超えて作っ
ていければ…と思ってみたりしています。大津の日中一時支援事業
所がコラボ…なんていうのは面白いかなと思います。



大津市の日中一時支援事業の今後の理想
のイメージ②
• 年齢層での支援やその方たちの居場所の変化に対応が必要と感じて
います。

• これという決まった形がないことで、自由な発想で活動を組み立て
ることができるようになっていると思います。就労に対しての余暇
という単純な位置づけに留まるのではなく、日中におもしろいこと
をやってる活動拠点として発展していくことが、多様な暮らしを支
える事業になるのではないかと期待します。

• 就労困難者やひきこもり者の利用を増やし、交流の起点となる居場
所作りを行い、生活の質の向上につながる支援事業。

• 利用者様の高齢化が進むにあたり、通所での作業所が難しくなって
こられた方で、生活介護に行くほどの状況ではない方の受け入れ先
となれればと考えます。

• 重度の方の余暇支援の充実。身体的負担を考えると住まいから近い
ところの事業展開が望まれる。また移動支援のことを考えると、地
域性を重視した事業展開を望む。


